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● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
いづくにか。神の宿らぬ影ならん。神の宿らぬ影ならん。嶺も尾上も松杉も。山河
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
梅村野田残る方なく神のます。御影を受けて隔てなき。宮人多き、往来かな宮人多
き往来かな








































































● ● ● ● ● ●
に依って「支配」し、幾何学的規則にかなう様に区切ったものであり、他方また、近
















































































● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
能では無いが、全体的には、自然は芸術に及ぶものでは無い。
と言い、後者も
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
平俗なる自然は真の現実性を顧わしてはいない。芸術は、自然において偶然性と外
面性とが汚しているものを、真なる概念との調和に迄還元せしめ乍ら、およそそれ











































































































































● ● ● ● ● ●
ら」は「生まれつきの意」であるが故に、おのずからはもともとある主語的な存在が






















































● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ノマセクマヒテ。ムカへント-カラハセクマヒタルニヨリテ。行者ノヨカラントモ。




● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス。カタチモマシマサヌユへニ。自然トハマフスナリ。カタチマシマストシメストキ
ニ-。無上浬磐トハマフサス。カタチモマシマサヌヤウヲシラセントテ。 -シメテ禰
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